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 四国地方整備局 港湾空港部では，若手職員を対象とした現場勉強会を通じて，人材育成を図

っている。本稿では，平成 29 年度に実施した現場勉強会のアンケート結果等をとりまとめ，考

察し，一層のスキルアップ促進を図るための今後の取り組みについて，育成対象者の視点から

提案する。 
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１．はじめに 
 

今日の公務を取り巻く状況は，以前と比べて人材

育成を十分に行う余裕がない。しかし，今こそ，若

手職員の育成が必要不可欠な時代である。 

平成 13 年の省庁再編時，組織全体の人員は多く

潤っていた。しかし，現状は，少子高齢化や労働力

不足，人員削減等の情勢変化に伴い，四国地方整備

局においても若手職員の確保が困難な状況にあるの

に加え，防災対応や地域を支える物流の効率化等，

求められる地域の期待はさらに大きくなってきてい

る。 

だからこそ，組織の生産性向上並びに技術力の発

展･進化は急務であり，より一層の組織力強化のた

めに，若手職員の持続的な成長を図るための人材育

成が重要である。 

 四国地方整備局 港湾空港部では人材育成の取り

組みの一つとして「若手職員現場勉強会」を予てよ

り実施してきた。平成 29 年度も，技術職員，事務

職員問わず全若手職員を中心に 4回開催された。本

稿では，取り組み内容と，参加者へのアンケート分

析より今後の更なる人材育成計画に繋げる方策を考

察する。 

 

２．平成 29 年度の取り組み目的 
 
平成 29 年度若手職員現場勉強会のテーマは「考

える」にスポットを当てて実施された。従来は，現

場の担当係長や課長を基本とした説明と質疑応答が

なされていたが，一般的な現場勉強会では，参加者

は受け身(｢見るだけ｣，「聞くだけ」)になりがちで

ある。そのため，次のとおり大きく 2種類の観点か

ら参加者に役割分担を与えることで「考える」現場

勉強会とした。 

 

(1) 若手主体の勉強会実施 

 

 若手による若手の為の勉強会とすることで，企画

者側も参加者側も「考える」に繋がった。 

 

ａ）見学会の企画担当者，説明担当者 

企画担当者は，基本的に開催地の事務所若手

職員を対象とし，開催の約一ヶ月前に勉強会

計画書を事務局へ提出する。説明担当者は，

勉強会資料を作成し，事業内容や工事内容に

ついての説明を担当する。 

 

(2) 広報技術力の向上 
 

四国地方整備局の広報実施計画に，「全職員が

広報担当者の認識のもと，実践を通して組織全体

の広報技術力の底上げを図る」という方針があ

る。この方針の下「考え」ながら，写真撮影と伝

わる広報技術の向上を図る。 
 

ａ)部内会議用資料作成担当者 

港湾空港部内の報告会議で使用する資料を帰

庁後速やかに A4 用紙で作成する。伝わる資料

を短時間で作成する力は，災害時等の資料作

成にあたっても応用できる意図も含んでい

る。 

b)写真撮影担当者 

カメラ操作方法を事前に勉強し，写真を使う

目的や意図を踏まえ撮影する。「考え」ながら

撮影することで，社会資本整備の必要性やそ

れに携わる人々の魅力が伝わる広報技術力が

養われるのに加え，TEC-FORCE や有事の際の広

報担当としてのスキルアップに繋がる。 

 

３．平成 29 年度若手職員現場勉強会取り組み

実績 
 
開催地や時期については，現場の作業時期や見る

べき工種，事業等から総体的に判断し，事務局が計

画しており，勉強会後には以下の項目でアンケート

を実施している。 

Q 資料の内容は十分であったか。 

  Q 現場視察の内容は十分であったか。 

Q その他自由意見、今後の要望など 

(１) 第一回 備讃瀬戸航路浚渫工事 7 月 21 日開

催 



我が国の国際幹線航路である備讃瀬戸航路を

フィールドに，浚渫工事について学んだ。勉強

会の流れは，事務所にて座学 30 分程度，その後

港湾業務艇にて現場へ移動。浚渫船にて現場代

理人等から具体の説明を受け質疑応答を行っ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

1) 役割分担 
 

・企画担当者：年度最初の勉強会であるため，

企画は事務局で行った。 

・部内会議用資料作成担当者：採用 3年目職員 

・写真撮影担当者：採用 2年目職員  

 

2) 今後に繋げたいアンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

3) アンケートより考察 
 
事務局より，初心者向けに浚渫の基礎知識を勉強

会前に周知していた。新規採用職員は，知識が少な

い中での勉強会であったため不明な点が多かったよ

うだが，採用 2 年目以上の若手職員からは，予習し

た上で現場を見ることで，理解も深まって疑問点

(｢なぜ｣，｢どうして｣)も解決できたといったプラス

の声があった。予習をした上で現場を見ることの効

果が顕著に表れたため，基礎知識の事前周知は今後

も継続して行う事となった。 

 

 

(２)第二回 東予港岸壁工事 9月 13 日開催 
 

愛媛県の東予港をフィールドに事業概要，岸壁工

事及び揚土場所を見学した。勉強会の流れは座学を

1 時間程度，現場を 1時間程度見学した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

1) 役割分担 
 
・企画担当者：採用 4 年目職員 

・部内会議用資料作成担当者：採用 3年目職員  

・写真撮影担当者：採用 2年目職員  

 

2) 今後に繋げたいアンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3) アンケートより考察 
 
今回の勉強会では，一歩踏み込んだ意見や，学ぶ

姿勢について振り返りが出来ている職員もいた。 

 また，今回の勉強会で好評だった資料がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

現場歴が浅い若手職員にとって，写真付きの施工フ

ロー図はイメージが沸いたと好評だった。 

さらに，企画は採用 4 年目職員が担当したため，

同世代は何が分からないか，理解しにくいかなど若

手目線での資料や説明で分かりやすかったとの声が

多数上がった。 

 

 

(３)第三回 徳島小松島港予防保全工事 

10 月 25 日開催 

 

徳島小松島港の金磯地区をフィールドに，予防保

全の工事，波浪観測塔，土質調査等の現場に訪れ

た。また，ナローマルチビームソナーや油回収資機

材の見学と盛りだくさんの内容で，座学 30 分程

度，現場を 1時間程度見学した。 

図-1 座学の様子 図-2 浚渫船にて説明を聞く 

図-3 第一回アンケート抜粋 

図-4 現場担当職員と質疑して
いる 

図-6 現場担当職員から揚土場所の説明を受ける 

図-5 岸壁工事現場の様子 

図-7 第二回アンケート抜粋 

図-8 好評だった写真付きの施工ﾌﾛｰ図 



 

 

 

 

 

 

1) 役割分担 
 

第二回で若手による説明が好評であったことか

ら，事務所提案により新規採用職員が主体となって

企画することとなった。 

・企画担当者：採用 1 年目 2 年目職員 

・部内会議用資料作成担当者：採用 1年目職員 

・写真撮影担当者：採用 2年目職員 

 

2) 今後に繋げたいアンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3)アンケートより考察 
 

説明会では，採用 2年目職員と新規採用職員が事

業や工事概要の説明を担当し，質疑には係長等も対

応する体制で行われた。この回からは，技術的な質

問がなされるようになり，勉強会も専門性が増して

きたため事務官にとっては難しかったかもしれない

が，「どのような工事に事務官として携わっている

か実感できた」という前向きな感想もあった。 

 

 

(４)第四回 須崎港ブロック製作工事及び宿毛湾 

港防波堤築造工事 2 月 26 日開催 
 

1 日目は須崎港にてブロック製作工事を見学し，

2 日目は宿毛湾港で早朝よりケーソン据付工事を見

学した。移動の途中，みなとオアシス久礼にて，地

域振興の取り組みについても学習時間を設けた。 

 

 

 

 

 

 

 

1) 役割分担 
 

今回は，説明や行程計画等ほとんどを高知港湾・

空港整備事務所の若手職員が担った。 

・企画担当者：採用 1 年目 2 年目 6年目職員 

・部内会議用資料作成担当者：採用 3年目職員 

・写真撮影担当者：採用 2年目 4年目職員 

 

2) 今後に繋げたいアンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3) アンケートより考察 
 

ケーソン据付工事は，自然条件との兼ね合いもあ

り勉強会開催にあたっては現場との調整が特にシビ

アであったが，天候にも恵まれ予定どおり開催する

ことができた。港湾工事の醍醐味ともいえるケーソ

ン据付作業を勉強した若手職員からは「感動した」

「自分の組織が主体となって実施していることの壮

大さを改めて感じた」といったように，自分達の携

わる工事や業務の壮大さを感じると共に，仕事に誇

りを感じたといった声が多く上がった。また，本勉

強会は若手職員主体での実施となったため，各自の

役割を理解し，助け合いながらの開催となった。 

 
 
４．アンケートの考察より，課題と解決策 

 

(1)考察 

アンケートで得られた声を｢感想｣｢主体的な姿勢｣

｢要望｣の 3種類に分類し，件数を％で表しているの

が図-16 である。回を重ねる毎に，感想が減り主体

的な意見が増えていることが分かる。また，アンケ

ート内容を振り返ると，疑問点や意見の質が上がっ

ていることより自ら学び取ろうとする主体的な姿勢

へと成長していったことが読み取れる。 

 

 

 

 

 

 

 

図-9 若手による座学の
様子 

図-10 船内で若手同士 
質疑している様子 

図-11 予防保全現場を
見る若手職員達 

図-12 第三回アンケート抜粋 

図-13 ブロック製作工事現場 図-14 ケーソン吊上げを見上げる 
若手職員 

図-15 第四回アンケート抜粋 
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図-16 アンケート内容を３種に分類し，回毎での割合を示したグラフ 



(2)成果 

アンケートを踏まえ，今後も継続していきたい具

体的な取り組みは以下の通りと考えられる。 

・事前の基礎知識周知 

・若手職員による企画 

・若手職員による説明 

・写真付き施工フロー図 

・広報技術向上を重視した写真撮影 

・部内会議用の資料作成(図-17 参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この資料は，港湾空港部内の報告会議でも若手職

員の視点や取り組み姿勢を把握できるといった観点

で高評価であった。 

このことより，平成 29 年度に実施した独自の取り

組みは「考える」勉強会として前進したと言える。 

 

(3)課題 

若手主体の勉強会を成り立たせるためには，正し

い知識と，補足情報，経験談を教示してくれる先輩

職員，該当事務所のバックアップ体制が必要不可欠

であり，開催にあたっては，業務多忙の中での準備

や現場調整等で，多大なる協力を依頼することにな

る。 

 

(4)改善策 

人材育成を充実させるための課題は，組織全体の

意識改革で前進すると考える。 

教示していただく方々や関係事務所においては，

人材育成に対して，より前向きな協力姿勢の確立が

必要であると考える。また，参加する若手職員とし

ては，勉強会の目的や事務所による協力体制を理解

した上で参加し，たくさんのことを吸収して身につ

けていく事が組織の一員としての役目となるよう，

今まで以上にその気持ちと姿勢で臨むべきである。 

  

 

 

５． 人材育成の今後の取り組みについて提案 
 

 新たな挑戦には課題は付きものであるが，人材育

成対象者として以下の通り率直な提案をする。 
 

提案(１) 

勉強会で見た現場を，定期的若しくは節目で，

再び見る機会をつくる。 
 

→転勤を伴う職業柄，一連の工事を着工から完成ま

で携わる事は難しい。だからこそ，一連的に見るこ

とができると全貌がイメージしやすくなり，今後の

異動で担当となった際に想起しやすくなる。また，

全体を感じることこそが我々物造りに携わる者とし

ての醍醐味であるし，仕事に対しての意欲向上にも

繋がると考える。 
 

提案(２) 

広報技術向上を重視した写真撮影や広報力視点

の資料に対して，フィードバックしたものを共

有する。 
 

→平成 29 年度は，役割担当者内でのフィードバッ

クに留まっていた。そのため，事後に部内報告資料

や写真についての添削結果を参加者全員に共有する

べきだと考える。 
 

提案(３) 

 若手職員同士で業務や現場の課題に対して解決策

をディスカッションする機会を定期的に設ける。 
 
→「考える」ということは，課題を解決する力に直

結する重要なスキルと考える。例えば，現場勉強会

で見つけた現場の課題についてだとか，日々の業務

で抱えている課題を持ち寄るなどして，若手同士で

意見を出し合い解決に導く。そこに明確な答えが出

ないこともあるだろうが，若手職員が一堂に会す機

会を定期的に設け，横の繋がりを強く築くと共に，

様々な意見や各々の知識量に触れることで，互いに

刺激となり切磋琢磨する事ができる。結果的にスキ

ルと意識の向上，さらには四国の社会資本整備に対

する将来的ビジョンの把握にも繋がると考える。 

 

６． おわりに 
 

若手職員の人材育成は，組織力を維持していくた

めの言わば BCP であると言える。組織全体の意識改

革，若手職員自身の積極性こそが若手の成長の鍵だ

と考える。現場勉強会や多様化する研修への参加，

上司，先輩職員の背中を見て日々成長する我々の活

躍にぜひ期待して欲しい。 

図-17 部内会議用の資料 
 


